








1.はじめに 

 児は出生後、最初に母親に抱かれ、母乳をもらい育てられる事により母親の影響をうけ

る。また児は、出生時よりよく泣く児やおとなしい児など、その備えもった特徴や気質に

より対応し、母親へ影響を与えているとおもわれる。これらの母子相互作用をはじめ、さ

まざまな環境要因との相互作用の中で児は成長発達していくものと考えられる。 

 私たちは、児を育児していく上で、児の能力だけでなく、児がどのようにするかといっ

た行動様式・気質を知る事は、児の発達過程に重要なことと考え、これまでに Carey の

Infant Temperament Questionnaire を参考にして、1～2か月児用および乳児用の各行動様

式質問紙を作成して、その標準化をすすめてきた。 

 今回は、Carey の Toddler Temperament Scale を翻訳し、1～3歳児用行動様式質問紙を

作成し、まず 3歳児の気質的特徴について、この質問紙を用いてその標準化を試みた。 


